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統合認証基盤としての IDaaS導入と初期運用 
 

三島和宏†1 根本貴弘†1 青山茂義†1 
 

概要：東京農工大学（以降、本学）では、約 5年ごとに教育系計算機システム（現：学術情報基盤システム）の更新
を行っている。このシステムには、教育用計算機システムのほか、プリンティングシステム、図書館システム、さら

には認証基盤システムまで含まれる幅広いものとなっている。本学の認証基盤として 2016 年更新のシステムでは認
証サーバや ID管理システムなどをプライベートクラウドでの運用に切り替えを行った。このシステムが 2021年に更
新を迎えるタイミングとなるのに合わせ、本学では新たな認証基盤のために従来のプライベートクラウドではあるが

オンプレミスに類似されるシステムからクラウドでの認証・ID管理基盤である IDaaSへの移行を検討した。これに基
づき、2021年のシステム更新では、認証機能と ID管理機能の一部として IDaaSを導入し、学内の人物情報源との統
合と IDaaS でカバーできない ID 管理機能を持つ情報源システム（申請管理システム）と連携する形でシステムの運
用を開始した。本システムでは、これまで本学で運用していなかったシングルサインオンや多要素認証なども運用を
開始する。IDaaSと周辺システムの導入と初期段階での運用についてまとめ、これらについて報告する。 
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Abstract: Tokyo University of Agriculture and Technology (TUAT) replaces our educational computer system (now the Academic 
Information Infrastructure System) every five years. This system has a wide range of components, including not only the 
educational computer system, but also the printing system, library system, and even the authentication infrastructure system. The 
system was replaced in 2016 as the authentication infrastructure for our university, and the authentication servers and ID 
management system were shifted to a private cloud environment. As this system was due for renewal in 2021, we considered 
migrating to IDaaS, an authentication and ID management infrastructure in the cloud, from a conventional private cloud system 
similar to an on-premise system, for a new authentication infrastructure. Based on this, in the 2021 system renewal, IDaaS was 
introduced as part of the authentication and ID management functions, and the system began operating in a manner that integrates 
with the university's person information sources and works with the information source system (application management system), 
which has ID management functions not covered by IDaaS. We summarize the introduction of IDaaS and other systems and their 
operation in the initial stage, and report on the results of these operations. 
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1. はじめに   

 多くの大学では、それぞれで運用する各種情報システム

の認証基盤として統合認証基盤を運用している。統合認証

基盤には、ID 情報を管理するための ID 管理機能とアカウ

ントの認証を司る認証機能の 2 つの機能がある。ID 管理機

能では、人物に関する情報を連携させ、必要となるアカウ

ントの生成を行う。認証機能では、作成されたアカウント

に対して認証を行うために必要な各種機能を提供する。こ

れにより、大学における人物情報と情報システム利用アカ

ウントについてを統合的に管理することが可能となり、学

生の入退学や教職員の採用・離退職にともなったアカウン

トライフサイクルを実現することができる。統合認証基盤

を運用し、各情報システムが統合認証基盤と連携すること

により、さまざまな情報システムを共通のアカウント・ID・
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パスワードで利用させることも可能となるため、ユーザに

とって利便性を向上させることも可能である。 

2. 本学における認証基盤周辺の変遷 

 本学では、人物情報を管理する仕組みが複数存在する。

雇用関係をもつ教職員に関しては人事・給与システムがこ

れを担い、教職員が新規に採用されてから退職するまでの

情報を持つこととなる。学生に関しては学務システムがこ

れを担う。大学では、雇用関係のある教職員や正規学生の

みではないため、これら以外の人物情報も管理する必要が

ある。本学ではこれを管理するために統合基盤システムと

呼ばれる仕組みが事務情報部門にて管理されている。本稿

ではこれらシステムを「上位システム」と呼ぶ。 
 人物情報に関連する上位システムと連携し、情報システ

ム向けのアカウント管理を行う仕組みは 2016 年の教育用
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